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第３回校区別協議会代表者会議 議事概要【横田地域 質疑等】 

 

日 時：令和３年９月２７日（月） １９：００～２１：００ 

場 所：横田庁舎３階大集会室 

参加者：校区別協議会代表者１９名、町・教育委員会５名 

 

１．本日の提供資料 

  ・令和 7年度開校予定の再編統合校について 

  ・町に対する意見、要望（第２回代表者会議以降にいただいたもの） 

 

 【仁多地域のみ】 

・仁多地域統合小学校（仮称）校舎設置場所イメージ図  

  ・仁多地域統合小学校（仮称）建設地提案にかかる回答書案 

 

２．９月議会での状況について 

資料「第３回校区別協議会代表者会議【９月議会での状況、町から各校区への説明】

議事概要」をご参照ください。 

 

３．町から校区への説明など 

教育長冒頭あいさつ 

校区別協議会代表者会議の中で多くのご意見をいただいています。改めて町の考えを

説明いたします。現在町内で１０校ある小学校を仁多地域１校、横田地域１校に令和７

年４月の開校を目標に再編統合をしたいと町から提案をしています。この提案に同意い

ただけるか、いただけないかの各校区の意向とりまとめをお願いします。 

校区別協議会の取りまとめ方法をどのようにするかについて皆様にご苦労をおかけ

しています。保護者の方と地域の方のお考えが異なることもあると思いますが、校区と

してのご意向をお示しいただくようお願いします。校区別協議会を立ち上げる際に保護

者の数が半数以上になるようにお願いをしました。その根拠は、平成２９年の保護者ア

ンケートで複式学級を解消する方向で再編統合が望ましいという回答が８０％以上あ

ったということです。横田地域では、令和７年４月の段階で複式学級がないのは横田小

学校のみとなる状況のため、再編統合をお願いしています。 

再編統合の条件として、通学バスや校舎、校歌など多くのことがありますが、再編統

合する校区によって条件が変わるため、最終的には各校区のご意向を伺った後の令和４

年４月以降に具体的な内容を進めることになります。 

 

担当からの資料説明は、資料「第３回校区別協議会代表者会議【９月議会での状況、

町から各校区への説明】議事概要」をご参照ください。 
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４．質疑等 

発言者 発言内容 

馬木小校区 平成２１年１月の奥出雲町学校再編基本計画検討委員会の答申では、全

校児童が１５名以下の極小規模校は早急に解消したほうが良いという内

容が、令和２年３月の奥出雲町立小学校再編方針の修正についてでは、１

学級の適正人数は２０名程度に変わっている経緯を教えてください。 

教育魅力課 平成２１年の奥出雲町学校再編基本計画検討委員会答申では、「児童が

健やかにはぐくまれる教育環境を維持するため、全校児童数１５名以下の

極小規模校は早急に学校を再編する必要がある。また、複式学級がある小

規模校についても、今後の児童数の減少や社会情勢の変化などにより、望

ましい教育環境を確保するために、学校の再編をする必要がある。」とな

っており、基本的にはこの答申の内容を踏襲しています。 

平成２９年度に行った未就学児も含めた保護者へのアンケート結果と、

今後の児童数の推移として、三成小、横田小以外の８校においては、複式

学級が出てくることが想定されるため、全ての学校を再編の対象として平

成３１年３月に「奥出雲町立小学校再編方針」を作成しました。この再編

方針では、目指す学校像として１学年２０人以上の学校を適正規模校とし

ています。 

その後様々な経緯を経て、令和２年３月に「奥出雲町立小学校再編方針

の修正について」を作成しました。その中で、町としては１学年２０人程

度の学級規模を確保することで子供たちが学び合える環境を維持するこ

とが大事だという事を改めて提示させていただきました。 

馬木小校区 複式学級ではうまくいかないという前提で考えているのですか。 

教育魅力課 平成２１年の答申の内容を踏襲して、この方針としています。 

馬木小校区 保護者アンケートの内容では、１学級２０人という回答項目に保護者さ

んが答えやすいように設定したのではないかと見えてしまうため、２０人

という数字について説明をしていただきたいです。 

国では現在３５人の学級規模を将来的には少なくしていく方向だと聞

いています。２０人まで減らすことは妥当な数字だと思いますが、これは

規模の大きな学校が減らすことであって、小さな学校を合併して２０人に

することは複式に対する偏見ではないでしょうか。 

人が減るから合併するという発想はやめて、奥出雲町は全区１校ずつ小

学校があるという教育行政に切り替えれば、奥出雲町に行ってみよう、住

んでみようという人もいると思います。 

町の提案として、再編のメリットは１２項目も書いてありますが、複式

学級を維持したメリットが書かれていないことは不公平だと思います。 

教育魅力課 複式学級の良し悪しについて、再編方針の中で決めたことはないという

ことをご理解ください。 
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町への移住の話がありましたが、複式学級で学んでいた児童が単式学級

の学校に転校する場合に、年度内に学習していない内容が生じることがあ

ります。受け入れる場合にも同様な課題が発生することがあります。この

ことについて学校で必要な支援を行いますが、県からも支障が出ないよう

に指標が示されています。 

学校基本調査では、島根県下で複式学級の数は平成１８年の２１１から

令和２年には再編や統合により１３０まで減っています。島根大学附属小

学校に複式指導を専門に行う複式学級が設置してあり、島根県では先進的

に複式の指導・研究がなされていましたが、平成２０年になくなりました。

現在は県内で専門的な機関がないため、現場で困ったときは他県に聞くと

いう形をとっています。 

島根県の複式学級は１・２年生、３・４年生、５・６年生の組み合わせ

ですが、国の基準では下から順番に学級編成をするとされています。 

町内の現状として、奥出雲町に赴任するまで複式学級を経験したことが

ない教師も複式学級を担任しています。現場では一生懸命やっています

が、３、４年で人事異動となり、次の教員もまた複式学級が初めてという

ことが出てきます。 

複式学級での指導は良い部分もありますが、様々な課題が出てくるとい

うことをご理解いただきたいと思います。 

島根県下の特別支援学級は、平成１８年の３１０から令和２年には４１

９に増えています。このため、特別支援の専門家は今より多い人数が必要

となります。 

学校の児童数が減少すると、教頭が担任をしたり、養護教諭や事務職員

の配置がなくなります。小さな学校になると教員配置の問題も出てきま

す。 

馬木小校区からのご意見も一つの選択肢だと思いますので、各校区でも

共有いただければと思います。 

横田小校区 先ほどの教育魅力課からのお話は一つの判断材料になるため、早急に文

書を出していただきたいです。 

横田地域で統合した場合に、令和７年に５、６年生が３３、３４人にな

りますが、１学年２学級にはできないでしょうか。 

校区の意見の取りまとめとして、仮に保護者と地域の意見が異なる場合

は、それを付随するのか、校区として一つの意見にまとめるべきでしょう

か。 

教育魅力課 資料提供については、できるだけ早く対応できるよう努力いたします。 

１学年２学級については、現在の島根県のルールでは３５人を超えない

場合は学級を分けることができません。島根県教育委員会では現状でも産

休・育休代替の教員を確保することが難しくなっています。この状況で学
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級を分けて将来的にも教員を確保することは難しいと考えています。 

校区の意見の取りまとめ方については、校区として１つの方向性をお示

しいただきたいと思います。どうしてもまとまらない場合には、事前にご

連絡いただければ教育魅力課でも説明等の対応をさせていただきます。 

馬木小校区 各校区で話し合いをするときに学校の先生方の意見を伺ってもいいで

しょうか。 

学習障がいのある生徒が中学、高校でＩＣＴ機器を活用して支援を受け

ながら通常学級で学び、早稲田大学の学生になったという事例がありま

す。テストの点だけで特別支援学級への入級や中学校卒業後に養護学校高

等部への進学を勧めるという進路指導などを奥出雲町でも見てきました。

ＩＣＴ機器を活用して救ってあげられる子どもたちもいると思いますが、

学校現場で先進的に取り入れていくのはなかなかありません。ＩＣＴ機器

の活用や個別最適化の学習など様々な課題を先生たちが抱えている時期

のため、再編の時期を考え直していただきたいです。 

教育魅力課 教職員の対応については、教育委員会から校区での話し合いの参加に制

限はしていません。ある校区では教育魅力課の説明会に校区の呼びかけに

応じて校長、教頭が参加されたところもありました。 

八川小校区 校区からの要望、質問に対しての回答に地域住民が難色を示すのは容易

に想像がつきます。要望、質問をすべて先送りされ、令和４年度以降の統

合に賛成いただいてから検討というのは、あまりに乱暴ではないでしょう

か。現状の回答ではほぼゼロ回答だと思っています。教育委員会には意見

の取りまとめに協力していただきたいと思います。 

１２月には前に進んだ回答をいただかないと、とりまとめができないと

思っています。 

教育魅力課 例えば通学バスや再編後の学校施設利用の具体的に示すべきというご

意見だと認識しています。具体的な内容をできるだけ早い段階で皆様にお

示ししたいと思っていますが、１２月の段階で、補助金の制度化や人員配

置など具体的なものをお示しするのは難しい部分もあります。 

 

５．その他 

 事務連絡のみ。 


